
 
環境分野におけるプラズマ応用機器の現状と今後の方向性 

環境分野におけるプラズマ応用機器の現状の研究状況、開発状況、商品化状況を調査分析すると共に、

現状の対処方法と比較し、プラズマを使った場合のメリット・ディメリット/市場性を明らかにする。 
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調査の背景・目的 

プラズマというと熱プラズマによる核融合を連想するが、実際の応用範囲は非熱プラズマ

である低温プラズマの方が応用範囲は広い。特に昨今のエコロジー工学とみ言える領域に

置いては、プラズマ化学応用としての各種ガス浄化技術での可能性は高く、又国内外の研

究者も多い。今回の調査対象とした領域（NOｘ，ダイオキシン，悪臭，ＶＯＣ，ＳＯｘ，

空中浮遊菌・落下菌の除去・分解用途）での市場性を分析する上で、競合処理方法との比

較から行った。環境領域における機器は、一般的に見るとマイナスの投資になあるケース

が多いためできるだけコストのかからない確実な方法を一般ユーザは求める傾向にある。

又薬液処理のような環境への負荷が増大するような方法、メンテナンスが面倒な方法、運

転管理が難しい方法などは敬遠される方向にあり、従来からある方法は 21 世紀に向けて、

大きく変わる可能性がある。そのような観点から見ると 
プラズマを応用した各種環境浄化装置の潜在的なポテンシャルは高いと言える。 
今回の調査対象領域は今後のマーケット自体の成長性も高く、当該産業自体が活性化され

てきており、その意味においてもプラズマ応用機器は有望性が高い。 
最後に、当資料作成にあたって快く取材に応じて下さった、各省庁の皆様に末筆ながら

お礼申し上げます。 
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